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東京都の緑地における開放巣性小型烏類の低い繁殖成功率
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鳥類の繁殖の失敗には，ヒナの餓死，寄生虫による死亡，巣の低落，凍死などさまざまな

原因があるが，巣内のヒナや卵が捕食されることによる失敗が大部分を占めていることが知

られている（Nilssonl986，Martin1988,1992)．捕食による繁殖の失敗が高くなったために，

鳥類の佃体数が減ったと考えられる鞭例が北アメリカで､服告されており（Terborghl992)，

I~１本でもコアジサシＳｵeﾉ'"αα16城'0zｓ（Fujitaeオαﾉ．1994），カンムリウミスズメ

Sy"”紗0?海””S〃”zZzzzsz"Zｅ（小野ほか1994,望月・柚'111996)，オーストンオオアカゲ

ラＤＣ"｡?りc”OSIg"COｵoSO"sｵ0"ｉ（石{11.値1111995)，ルリカケスＧαγﾉ7""sJ湿伽（植111．山

111995）などで卵やヒナの捕食がその砿の保謹における大きな問題点である可能性が指摘さ

れている．したがって，捕食による繁殖失敗の割合を調べることは非常に重要なことである．

普帝は東京都の中西部に位rliする多隙地域の１．i畠宅地'M|:の小脱模な緑地でオナガCya7zOがca

Cy"zαの営巣成功率の調在を行なってきたが（Uetal994，植田1994)，その際に，ヒヨドリ

j伽s〃"Csα"zaz"り雄，キジバトｓ””ｵ”e"α0γic"ｔａｊｊｓ，シジュウカラＲz畑s沈伽γなどの鳥類

の巣を発見し，「繁殖成功率」についての知見を得ることができたので，その結果を報｛'了す

る．

調査方法

1987年から1995年にかけて東京都illIJI1部に位置する多摩地域の住宅地に囲まれた面破１

～10haの緑地６か所で調査を行なった．これらの緑地は公園や学校，保存緑地として櫛理

された雑木林でド草のほとんどないコナラ，クヌギを中心とした林だった．

これらの林でオナガの巣を探す際に発兄した,《1,類の巣を解析の対象とした．抱卵期に確認

した巣のみを解析の対象とし，それぞれの種の繁殖に要する平均的なⅡ数をもとに，巣立ち

時期と考えられる１週間程度前から週２～３度の頻度で巣内のヒナの有無についての調盃を

行なった．巣立ちに近いと考えられる羽毛が完全に生え揃う程度まで育ったヒナが巣内に１

羽でもいた場合は「繁りｉＩｌｉ成功」とし，巣立ち時期に至るまでに卵やヒナが消失していたり，

1997年１０月１５１１受理

キーワード：小型息顛，巣の捌食，東京都，都ﾉﾙ緑地，ハシブノ､ガラス，庇い卿iii成功率



１
１

３
３
４
５

Ｉ
Ｉ

死亡していた場合は「繁殖失敗」として「繁殖成功率」を計算した．また，オナガにはツミ

Ａ“戦”“〃減sの巣のまわりで繁殖することによりハシブトガラスｃｂ”妬加αc”戒yｿ@cﾉ'０sの

捕食をさけている個体がいるが（Uetal994，植田1994）そのような個体は今回の解析から

除いた．

この地域では，ハシブトガラスが卵やヒナの主要な捕食者なので（Uetal994，植田1994)，

樹洞営巣性の鳥やハシブトガラスを追い払うことができ，捕食されることの少ないツミやハ

シブトガラス自身は，捕食されにくい種として，それ以外の種と繁殖成功率に大きな差があ

るかどうかを比較した．

結果および考察

それぞれの種の繁殖成功率を表１に示した．ハシブトガラスによる捕食をうけやすいと考え

られる開放巣性の小型の鳥ではキジバトが22.2％（Ⅳ＝５４)，ヒヨドリが28.6％（jV＝２１)，

カワラヒワＱｚ”"eﾉﾒss”Ｃａが33.3％（ﾉV＝21)，オナガが31.0％（ﾉV＝42）と繁殖成功率が低

かったのに対し，捕食をうけにくいと考えられる樹洞営巣性の鳥などはコゲラ、ル”ﾙﾉが

81.5％（ｊＶ＝２７)，シジュウカラが80.4％（ﾉV＝５６)，ムクドリＳ"〃"sα"gmce妬が84.4％

(ﾉＶ＝３２)，ツミが72.5％（Ⅳ＝４０)，ハシブトガラスが91.7％（ﾉＶ＝２４）と比較的繁殖成功

率が高かった．

表1．東京都中央部における鳥類の繁殖成功率
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繁殖の失敗の原因がわかった例は少なかった．ツミとハシブトガラスでは，それぞれ１１

例，２例の失敗のすべてが巣の落下が原因だったが，それ以外の鳥については，シジュウカ

ラでヒナの足が巣のすき間に挟まって動けなくなってしまったために餓死した１例，シジュウ

カラ２例とムクドリ５例で記録された卵およびヒナが巣内に残されていた原因不明の放棄を

除けば，すべて巣内の卵やヒナが消失しており，捕食による失敗と考えられた（84.4％，ノＶ

=135)．捕食者の特定ができたのは，キジバトの４巣，コゲラの２巣，ヒヨドリの２巣，オナ

ガの23巣だけだったが，キジバト１巣がアオダイショウに捕食され，ヒヨドリ１巣がツミ

に捕食された以外はすべてハシブトガラスによる捕食だった．また，樹洞営巣性の鳥の繁殖

失敗については，上記したコケラの２巣を除いては穴などが壊されていないにも関わらず，

卵もしくはヒナが消失していたので，ハシブトガラスではなく，アオダイショウなどに捕食

されたものと考えられた．

したがって，キジバトやヒヨドリなどの開放巣性の種では，ハシブトガラスによる被捕食

率が高いために繁殖成功率が低く，シジュウカラ，コゲラといった樹洞営巣性の種について

は，ハシブトガラスによる被捕食率が低いために繁殖成功率が高いことが示唆された．樹洞

営巣性の烏の繁殖成功率が高かったことは，必ずしもハシブトガラスの捕食圧をあまり受け

ていないことを示しているわけではない．今回解析の対象とした「巣内にヒナのいる時期」

については，樹洞に営巣することでハシブトガラスのくちばしがヒナに届かないために繁殖

成功率が高かったが，樹洞営巣性の鳥の巣立ちビナが巣立ち直後にハシブトガラスに捕食さ

れることが報告されているので（石田・植田1995)，ハシブトガラスの捕食による影響をう

けている可能性がある．

唐沢ほか（1991）は，東京都心部に生息するハシブトガラスの個体数が増加していること

を指摘している．本調査を行なった多摩地域におけるハシブトガラスの個体数の変化につい

ての調査は行なわれていないが，同様に個体数が増加しているとすると，北アメリカで捕食

や托卵の増加が小型鳥類の個体数の減少に彫響していると示唆されたのと同様に，ハシブト

ガラスによる捕食が小型鳥類の個体数の減少につながる可能性も考えられ，今後，ハシブト

ガラスの個体数の動向と小型鳥類の個体数の変化に関する調査が行なわれる必要がある．

要約

東京都中西部の住宅地に囲まれた小規模な緑地６か所で鳥類の繁殖成功率についての調査を行な

った．キジバト，ヒヨドリ，カワラヒワ，オナガの開放巣性の小型の鳥では繁殖成功率が22～33％

と低かったのに対し，捕食をうけにくいと考えられるコゲラ，シジュウカラ，ムクドリ，ツミ，ハ

シブトガラスの樹洞営巣性や巣防衛性の鳥は72.5～91.7％と比較的高かった．

繁殖の失敗の原因がわかった例は少なかったが，多くは巣内の卵やヒナが消失しており，捕食に

よる失敗と考えられた．捕食者の特定ができた31巣のうち29巣はハシブトガラスだった．したがっ

て，東京の緑地の開放営巣性の鳥の繁殖率が低いのはハシブトガラスによる高い捕食圧のためと考

えられた．
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Crowrelatedlownestingsuccessofsmallopen-nestingbirdsinTbkyoarea

MutsuyukiUeta

ResearchCenter,WildBirdSocietyofJapan､2.352Minamidaira,Hino,Tokyol91-0041

1.AstudywasconductedonthenestingsuccessofsmallbirdsinasuburbanareaofTokyo，

1987-1995.

2.'IhemainreasonfOrnestfailuremaybepredation(84.4％Ｎ＝135)becausealleggsorchicks

vanishedbefbreqedging、Oftheobservednestpredators,mostwereJungleCrowsCb”妬

加αc”洞ky"ch0s(93.5%Ｎ＝31)．

3.Thenestingsuccessmtesofopen-nestingbirdspecieswe１℃lowerthanthoseofcavitymesting
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andnestdefendingbirdspecies.、lenestingsuccessratesofopen-nestingbirdspecieswere

asfbllows;Rufbus'IilrtleDovesSr”r”eﾉねOがe"虹ﾉis:22.2％,BrownﾓaredBulbulsf6ゆs伽ｔｅｓ

ａ柳α邸”雄:２８．６％,OrientalGreennnchesQzγzj"ejiss”αz:３３．３％andAzure-wingedMagpies

Q1α"”j“qyZz"α:31.0％・Ｏｎｔｈeotherhand,cavity-nestingbirdspecieshadthefbllowing

successmtes;JapanesePygmyWoodpeckersDe"｡”c”OSルjz"たｊ:８１．５％,Great'IYtsRz7ws

沈恥流８０．４％,GrayStarlingsS伽〃"Ｓｃ伽emc”s:84.4%,andnestdefendingbirdspecies

JapaneseLesserSparrowhawksAcc秒"”９脚ﾉαγis:７２．５％,ａｎｄＪｕｎｇｌｅＣｒｏｗｓＣｏγ”ｓ

"αc”戒”c"0s:91.7％、

4.Theseresultssuggestthatthelownestingsuccessofopen-nestingbirdspeciesisduetonest

predationbyJungleCrows,andthepredationpressureofJungleCrowsishigherinopen‐

nestingbirdspeciesthanincavity-nestingandnestdeiendingbirdspecies．

K2y抑0城醗〃卿ｅＱり抑,ﾉ0〃"est蝿s"“gss,〃es妙"”抑",s"α"6ﾉｱｾﾒs,s"”約α"α"ａ

〆


